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面接試験を考える≪実用数学技能検定≫
準２級 〇〇 〇〇さん（3-4）
３級 〇〇 〇〇さん（3-2）、〇〇 〇〇さん（3-3）、〇〇 〇〇さん（3-4）、

〇〇 〇〇さん（3-4）、〇〇 〇〇さん（3-4）
４級 〇〇 〇〇さん（2-3）、〇〇 〇〇さん（2-3）、〇〇 〇〇さん（2-4）、

〇〇 〇〇さん（1-4）
５級 〇〇 〇〇さん（2-3）、〇〇 〇〇さん（2-3）
６級 〇〇 〇〇さん（1-2）、〇〇 〇〇さん（1-3）

部活動などの活躍荒川区新人大会

準優勝
第５ブロック新人大会

６位入賞・都大会出場権獲得！
≪バレーボール部≫

本校に水泳部や外国語部はありませんが、校外のクラブチームや各種コンテストなどで
活躍する生徒もいます。

第69回東京都中学校学年別水泳競技大会 第４位
〇〇 〇〇さん （2-1）

第15回KANTO中学生作文コンテスト ロシア語賞
〇〇 〇〇さん （2-1）

準優勝
都大会出場！

本校では毎年3年生の進路指導の一環として、全校体制で面接練習を実施しています。
11月には1，2年の先生方が面接官役となって面接指導を実施しました。この後12月から1月にかけ
ては、仕上げとして校長が一人ひとりと面接していきます。
今回面接試験がない生徒も、将来的にはほとんどの生徒が面接を経験するでしょう。
そこで今回はこの『面接』について考えてみましょう。

面接は学校（会社など）がその人を入学させる（採用する）かどうかを判断する材料の一部とする
ために実施するもので、面接官はテストや書類からは判断できない部分を探ろうとします。
そして面接官は必ず「この人が自分の学校（会社）に入学（入社）したら…」と考えます。

そこで面接官は次のようなことを確認したり感じたりするのです。
「この人は入学（入社）後、意欲的に活動するだろうか」・・・①
「この人は学校（会社）にどんな影響を与えるだろうか」・・・②
この①を確認するための質問が『志望理由』『頑張り
たいこと』『将来の夢』などです。

「この人ならきっと意欲的に頑張るだろう」と思って
もらえるように、このような質問に対する答えを
しっかり準備しておきましょう。そしてあなたの熱意
が伝わるような答え方を心掛けましょう。
②についてはまず、絶対にマイナスの影響を
感じさせてはダメです。「この人は周りに悪影響
を与えそうだ」と面接官が感じたらアウトです。

ＮＧの代表例としては
●服装の乱れ ●ふさわしくない言葉遣い
●ふてぶてしい態度 などが挙げられます。
裏を返せば、この逆が大切だということです。具体的には…
〇清潔感のあるきちんとした身なり
〇敬語での丁寧な言葉遣い
〇緊張感のある入退室動作や姿勢
つまり『真面目さ』『誠実さ』が伝わればＯＫということです。さらに、「周りとうまくやれそう」「良い
雰囲気をつくってくれそう」といった印象を持ってもらえればバッチリです。

そこで活躍するのが『笑顔』なのです。優しい笑顔で受け答えできたら素敵だと思います。緊張す
る状況の中なので笑顔でいることは難しいかもしれませんが、挑戦してみてください。笑顔でいる
ことで面接会場の雰囲気も良くなり、自分自身にも余裕が生まれて緊張感がほぐれるかもしれません。

3年生のみなさんの健闘を心からお祈りしています。



10月28日(木)～30日(土)の3日間にわたり、霜月祭が開催されまし
た。1日目は、生徒会本部主催の開会式からスタート。実行委員長
の〇〇 〇さん、前生徒会長の〇〇 〇〇さんのあいさつに続き、
全校生徒の手形を使った「虹のかかった校舎」と「色とりどりの花が
咲く大木」の大きな絵が制作される過程が早送りで紹介され、各教室
から拍手と歓声が沸き起こりました。今年のスローガンは「やみつき、
霜月、思い出つき」。3つのツキには、感染症予防のため、全校生徒
が一堂に会する機会がなく、行事も縮小される中、霜月祭という1つ
の目標に向かって、全校生徒で力を合わせていこう、そしてたくさん
の思い出を残したいという願いが込められています。つづいて、「レス
キュー部活動報告」「国語科意見発表」「英語科外国語スピーチ」の発
表がビデオで行われました。ビデオ鑑賞の間には、各学年が同じ時間
帯で重ならないようにして、展示物の見学が行われました。今年は、
2学年からは、「校内勤労体験作品、調べる学習」、3学年からは、
「南千住、鎌倉、修学旅行事前学習などの動画」、さらに、教科からも
英語科、社会科、美術科、家庭科から多くの作品が出品されました。
また、部活動からは、フラワーアレンジメント部、パソコン部、美術部、
レスキュー部、特別展示として「片目の大緋鯉」のはりこを制作した
伝説探求部からカッパのお面がアリーナに展示
されました。立ち止まって作品を手にしたり、友だ
ちと作品について話し合ったり、ビデオやゲーム
作品の前で鑑賞や体験するなど、それぞれが思
い思いに展示作品を楽しんでいる様子が見られ
ました。限られた時間の中で、全員が力を合わせ
て完成した作品の数々はどれも素晴らしいもの
でした。
2日目は、学年劇や朗読部、吹奏楽部などの
舞台発表が行われました。今年は、学年の発表
はアリーナで実際に劇を上演。他
の学年の舞台はあらかじめ撮影し
たビデオで鑑賞しました。演目は、
1学年の地域学習劇「伝説の先輩
と南千住検定」から始まり、2学年
の「Oｈ！Ｍｙ DEMON!」、3学年の
「やればできる」、朗読部による「ショート
ストーリー」、吹奏楽部による「西遊記～
天竺への道～他」までの5本。この日を
目指して練習を積み重ね、2週間の間に
大道具・小道具、衣装、音響・照明などの
準備を進めてきました。なかでも3学年の
地域学習劇は、脚本から舞台背景・衣装、
演出のすべてを生徒だけで行ったもので、
3年間の集大成となる大きな成長を感じさ
せるものでした。上映後には、毎回大きな拍手がわき、
「面白かった」「楽しかった」という声がいたるところで
上がっていました。
3日目は、保護者の皆さんに向けて、展示作品の見学、
ビデオによる舞台発表の公開が午後から行われました。
多くの保護者の皆さんに来校いただき、アンケートでは、
「数多くの展示作品に驚きとともに感動しました」「霜月
祭準備中、忙しいと言いながらも、毎日嬉しそうに学校
から帰宅し、学校生活を心から楽しんでいました」など
大変良い評価をいただきました。ご来校ありがとうございました。

11月14日(日)に、中学生ボランティアが地域の小学生に史跡・文化財の歴史や言い伝えな
どを紹介する 「わくわく街あるきたんけん隊」が行われました。本校からはスーパーレスキュー
部の12名がガイド役として参加。感染症予防のため、当日の参加人数は限られましたが、前日
までにスーパーレスキュー部全員で地域について調べ、イラストやクイズを交えた説明用フ
リップなどの準備をしました。当日は、小学生と一緒に、円通寺、都電三ノ輪橋駅、素盞雄神
社を巡り、史跡にまつわる物語などの説明を行いました。途中には、荒川工業高校で特別プロ
グラムに参加。落雷実験やドローンを使ったデモンストレーションを体験しました。大迫力の実
験に驚き、初めて上空から見る南千住の街並みに皆夢中になって見入るなど、貴重な体験の
数々を楽しみました。荒川工業高校の皆さん、ありがとうございました。また、毎年分かりやすく
て楽しいと小学生に大人気のボランティアガイドを務めた皆さん、お疲れさまでした。ドローン


